
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
と
歴
史
は
平
取
町
の
個
性
だ
。

同
町
は
こ
の
個
性
を
町
外
に
強
調
す
る
計
画
だ
。

ま
ず
、
ア
イ
ヌ
文
様
を
基
本
に
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
す
る
。
町
外
へ
発
信
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

タ
ー
に
印
刷
す
る
。

次
に
、
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る
町
内
の
地
名
を
調
査

し
、
研
究
者
や
町
民
が
自
由
に
検
索
し
て
そ
の
意
味
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
。
そ
の
土
地
に
03

年
度
か
ら
地
名
看
板
を
設
置
す
る
。

看
板
の
デ
ザ
イ
ン
に
ア
イ
ヌ
文
様
を
活
用
す
る
ア
イ

デ
ア
も
出
て
い
る
。

二
風
谷
工
芸
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に
住
む
プ
ロ
の
工

芸
家
を
講
師
に
、
ア
イ
ヌ
文
様
の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を

手
ほ
ど
き
し
て
い
る
。
町
立
二
風
谷
ア
イ
ヌ
文
化
博
物

館
、
萱
野
茂
二
風
谷
ア
イ
ヌ
資
料
館
、
マ
ン
ロ
ー
記
念

館
と
と
も
に
民
族
文
化
を
人
々
に
伝
え
て
い
る
。

日
高
管
内
平
取
町
二
風
谷
に
あ
る
町
立
二
風
谷
ア
イ
ヌ

文
化
博
物
館
。
そ
の
展
示
室
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
ヌ
文

様
の
刺
し
ゅ
う
を
施
し
た
着
物
や
頭
巾
、
彫
刻
を
施
し
た

盆
や
た
ば
こ
入
れ
が
並
ぶ
。
天
井
か
ら
ア
イ
ヌ
文
様
の
15

枚
の
布
が
つ
り
下
げ
ら
れ
、
民
族
文
化
を
華
や
か
に
伝
え

て
い
る
。

◆
差
別
超
え
「
道
民
の
宝
」
に

同
博
物
館
と
近
所
の「
萱
野
茂
二
風
谷
ア
イ
ヌ
資
料
館
」

に
あ
る
生
活
用
具
１
１
２
１
点
が
今
年
２
月
、
国
の
重
要

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
指
定
文
化
財
に

刺
し
ゅ
う
や
、
切
り
抜
い
た
白
布
を
生
地
に
張
り
つ
け
る

切
伏
（
き
り
ぶ
せ
）、
彫
刻
で
ア
イ
ヌ
文
様
が
描
か
れ
る
。

同
博
物
館
の
学
芸
員
、
吉
原
秀
喜
さ
ん
（
44
）
は
、「
ち

ょ
っ
と
し
た
空
間
が
あ
れ
ば
文
様
を
施
す
習
慣
が
、
少
な

く
と
も
縄
文
期
以
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
」
と
話
す
。

同
博
物
館
に
よ
る
と
、
成
人
前
の
娘
は
針
仕
事
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
義
務
だ
っ
た
。
若
い
男
性
に
自
分
が
刺
し

ゅ
う
し
た
手
甲
（
て
っ
こ
う
）、
脚
半
を
贈
る
の
は
「
妻

の
仕
事
を
一
通
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。
ま
た
、
男
が
木
彫
り
が
上
手
な
の

は
、
刃
物
を
巧
み
に
使
え
る
証
拠
。
狩
猟
に
必
要
な
弓
矢

や
ワ
ナ
を
立
派
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
食
べ
物
に

困
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
年
ご
ろ
の
男
は

腕
に
よ
り
を
か
け
て
彫
り
物
を
し
て
好
き
な
娘
に
贈
っ
た

と
い
う
。

ア
イ
ヌ
文
様
の
基
本
は
、
渦
巻
き
（
モ
レ
ウ
）
と
げ
の

あ
る
形
（
ア
イ
ウ
シ
）
う
ろ
こ
（
ラ
ム
ラ
ム
ノ
カ
）
の
３

種
類
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、
連
続
し
た
線
で
結
ん
で

い
く
。
吉
原
さ
ん
は
特
に
モ
レ
ウ
を
重
視
し
「
一
つ
の
要

素
、
パ
ー
ツ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
様
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
周
囲
に
展
開
す
る
役
割
を
持
つ
」
と
語
る
。

着
物
の
場
合
、
普
段
着
は
よ
そ
か
ら
侵
入
さ
れ
や
す
い

「
す
そ
」「
え
り
」「
そ
で
」
な
ど
に
文
様
を
描
い
た
。
渦

巻
き
や
と
げ
が
苦
手
な
悪
魔
を
追
い
払
う
意
味
が
あ
っ

た
。
踊
り
や
祭
礼
に
着
る
衣
服
は
背
中
や
全
身
に
文
様
が

描
か
れ
た
。

明
治
以
降
の
中
央
政
府
の
ア
イ
ヌ
同
化
政
策
の
た
め
、

サ
ケ
漁
、
入
れ
墨
、
ア
イ
ヌ
語
な
ど
多
く
の
ア
イ
ヌ
文
化

が
失
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
と
就
職
な
ど
実
生
活
の
不

利
の
た
め
「
ア
イ
ヌ
的
な
も
の
」
を
自
ら
避
け
る
傾
向
も

出
た
。
ア
イ
ヌ
文
様
の
伝
承
も
危
う
い
時
代
を
経
て
、
よ

う
や
く
道
民
の
宝
（
北
海
道
遺
産
）
と
認
め
ら
れ
る
時
代

が
来
た
。
今
、
ア
イ
ヌ
文
様
の
工
芸
家
は
道
内
で
数
百
人

に
の
ぼ
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
遺
産
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●お問合せ先

平取町立二風谷アイヌ文化博物館

Tel.01457-2-2892


